
定例公安委員会の開催概要

定例公安委員会は、平成31年２月27日（水）に開催されました。

１ 決裁事項

運転免許の取消処分について

２ 報告事項

(1) 平成31年１月中の警察安全相談受理状況ついて

県警察から、平成31年１月中の警察安全相談受理状況に関する報告があった。

１月中の警察安全相談受理件数は1,383件と、前年より159件（13.0％）増加した。

相談内容は警察活動全般にわたっており､生活安全部門に関する相談が955件と最も

多く、次いで刑事部門に関する相談が273件であった。

特殊詐欺に関する相談件数は196件と、前年より48件（19.7％）減少した。

１月中に相談を端緒に事件化した事案は、６件であった。

委員から、『相談内容は、生活安全関係が圧倒的に多く、増加傾向である。警察に

相談しやすい環境づくりが、事件を未然に防ぐことにつながるので、親身な対応をお

願いする。』との発言があった。

(2) 交通死亡事故被害者遺族に対する本部長感謝状贈呈式の実施について

県警察から、交通死亡事故被害者遺族に対する本部長感謝状贈呈式の実施に関する

報告があった。

３月７日、警察本部において、命の大切さ学習教室等の講演活動を通じ、広く県民

に犯罪被害者等の現状や支援の必要性・重要性を訴え、犯罪被害者等への県民理解の

増進に多大な貢献をされた交通死亡事故被害者遺族に対し、本部長感謝状を贈呈する。

委員から、『自分と同じ思いをしてほしくないとの気持ちから、この10年間、講演

してくださっている。敬服いたします。』との発言があった。



(3) サイバーセキュリティ対策に関する共同対処協定締結式について

県警察から、サイバーセキュリティ対策に関する共同対処協定締結式に関する報告

があった。

３月１日、警察本部において、相互の知見を生かした普及啓発活動等を共同で推進

し、安全で安心なサイバー空間の実現を目指すことを目的に、あいおいニッセイ同和

損害保険と県警察との間でサイバーセキュリティに関する協定を締結する。

委員から、『これからの大きな課題であり、継続し、より効果的な対応をお願いす

る。』との発言があった。

(4) 平成31年全国優秀警察職員表彰の受章者について

県警察から、平成31年全国優秀警察職員表彰の受章者に関する報告があった。

３月４日、東京都千代田区「グランドアーク半蔵門」において開催される全国優秀

警察職員表彰式に、受章者として県警察の職員１人が出席する。

委員から、『永年にわたる業務への評価である。お祝い申し上げる。』との発言が

あった。


